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地域の特色
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表紙シリーズ／未来を担う子どもたち「野にあそぶ」

３月定例会 主な内容

12
2

20

79億１千万円　平成26年度一般会計予算を可決

ここが聞きたい（一般質問）

なんばしようと？（二十三夜祭）

須恵町の地域の特色や伝統行事等を紹介し
ます。そこで今回は、“二十三夜祭”って
なんばしようと？

　

新
原
区
長
の
母も

り里
渉わ

た
るさ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

二
十
三
夜
祭
は
、
地
蔵
祭
り
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

お
地
蔵
様
は
子
ど
も
を
守
る
と
も
い
わ
れ
て

お
り
、
毎
月
24
日
が
願
掛
け
を
す
る
日
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
二
十
三
夜
祭
は
、
そ
の
前
夜
祭
に

あ
た
り
ま
す
。

　

消
防
格
納
庫
奥
の
地
蔵
堂
に
安
置
し
て
あ
る

仏
像
は
、
明
治
元
年
の
廃
仏
毀き

し
ゃ
く釈
の
際
、
宇
美

八
幡
宮
か
ら
難
を
逃
れ
て
や
っ
て
き
た
と
い
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
町
の
指
定
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時
の
経
緯
を
記
し
た

「
新
原
仏
像
保
存
碑
」
が
、
地
蔵
堂
入
口
に
立

っ
て
い
ま
す
。

　

正
確
に
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
不
明
で
す

が
、
１
０
０
年
以
上
前
か
ら
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
十
三
夜
祭
は
、
新
原
公
民
館
で
毎
年
７
月

23
日
に
近
い
土
曜
日
に
、
青
年
部
の
主
催
で
行

わ
れ
ま
す
。

　

小
学
生
の
歌
や
縦
笛
の
演
奏
、
地
元
の
各
組

合
の
方
々
の
演
芸
や
夜
店
な
ど
で
賑
わ
い
ま
す
。

か
つ
て
は
地
蔵
堂
の
前
に
小
屋
掛
け
を
し
て
演

芸
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
７
月
19
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

是
非
お
参
り
に
い
か
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

二
にじゅうさん

十三夜
や

祭
さい

第12回

伸
び
る
人
の
共
通
点

　

①
素
直
で
あ
る
こ
と

②
好
奇
心
旺
盛
で
あ
る

こ
と
③
忍
耐
力
が
あ
り

諦
め
な
い
こ
と
④
準
備

を
怠
ら
な
い
こ
と
⑤
几
帳
面
で

あ
る
こ
と
⑥
気
配
り
が
で
き
る

こ
と
⑦
夢
を
持
ち
目
標
を
高
く

設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

　

元
プ
ロ
野
球
打
撃
コ
ー
チ
（

プ
ロ
球
団
を
７
つ
渡
り
歩
き
30

人
以
上
の
タ
イ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー

を
産
み
出
し
た
人
）
高
畠
導
宏

さ
ん
の
言
葉
だ
。

　

彼
は
、
筑
紫
台
高
校
（
太
宰

府
市
）
教
師
へ
転
身
し
た
矢
先

の
平
成
16
年
６
月
、
60
歳
を
前

に
膵
臓
癌
で
亡
く
な
っ
た
。

　

「
才
能
と
は
、
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
」
甲
子
園
を

夢
見
た
元
プ
ロ
野
球
コ
ー
チ
は
、

教
壇
か
ら
、
い
つ
も
そ
う
語
り

か
け
て
い
た
。

　

私
も
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
そ

し
て
、
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
制

作
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

今
村 

桂
子

委 員 長：今村　桂子
副委員長：合屋　伸好
委　　員：百田　輝子
委　　員：田ノ上　真

議　　長：三⻆　良人
発行責任者

広報特別委員会

歴
史

賑
わ
う
会
場

組合の演芸

育成会による出店

母里 渉 さん
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◆
地
方
交
付
税

　

前
年
度
と
同
水
準
を
確
保
す
る
た
め
、

国
の
地
方
財
政
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、

21
億
４
２
９
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
国
庫
補
助
金

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
際
し
、

所
得
の
低
い
方
々
や
子
育
て
世
帯
等
へ
の

負
担
を
考
慮
し
支
給
さ
れ
る
予
定
の
「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
お
よ
び
「
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
」
の
財
源
と
し
て
、
国

庫
補
助
金
２
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
総
額
33
億
４
３
１
３
万
８
千

円
、
前
年
度
比
６
３
１
０
万
２
千
円
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

予
算
は
平
成
25
年
度
の
医
療
費
を
基
礎

に
算
定
さ
れ
、
財
源
は
、
国
保
税
・
国
県

の
支
出
金
・
支
払
基
金
・
国
保
連
合
か
ら

の
交
付
金
お
よ
び
繰
入
金
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
予
算
に
対
し
、
歳
入
の
財
源
不

足
は
１
億
７
４
９
２
万
５
千
円
で
、
一
般

会
計
繰
入
金
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
総
額
11
億
９
４
６
１
万
３
千

円
、
前
年
度
比
８
７
０
万
３
千
円
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

総
務
費
で
は
、
消
費
税
増
税
に
伴
い
、

水
洗
化
工
事
補
助
金
が
１
件
に
つ
き
２
万

円
か
ら
３
万
円
に
増
額
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
町
債

　

臨
時
財
政
対
策
債
４
億
６
０
０
万
円
、

道
路
新
設
改
良
事
業
債
４
５
０
０
万
円
、

消
防
施
設
整
備
事
業
債
１
３
２
０
万
円
等

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
◆
普
通
建
設
事
業
費

　

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
た
道
路
橋
り
ょ
う
の
改
良
補
修
事
業

２
億
６
８
７
０
万
円
、
交
通
安
全
施
設
事

業
１
１
９
８
万
円
、
東
部
地
域
防
災
セ
ン

タ
ー
建
築
工
事
２
３
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
、
交
通
安
全
の
確
保
や
地
域
防
災
、
環

境
保
全
な
ど
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。　

◆
繰
出
金

　

各
特
別
会
計
や
福
岡
県
介
護
保
険
広
域

連
合
な
ど
へ
の
繰
出
金
と
し
て
合
わ
せ
て

12
億
８
６
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

※
歳
入
歳
出
予
算
の
財
源
不
足
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
４
億
１
千

万
円
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

歳
　
入

歳
　
出

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業
会
計

一
般
会
計

特
別
会
計

３月
定例会

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の
18
日
間
で
行
わ
れ
、
提
案
さ
れ
た

議
案
19
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
最
大
の
予
算
を
可
決

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

総
額
79
億
１
千
万
円
対
前
年
度
比
９
千
万
円(

１
・
２
％)

増

岳城　千畳敷から

平成26年度各会計当初予算
会　計　区　分 26年度予算額 25年度予算額 比較(％) 可 ・ 否

一　般　会　計 79億1000万円 78億2000万円 1.2 全員賛成で可決

特別
会計      

国民健康保険 33億4314万円 32億8004万円 1.9 全員賛成で可決

後期高齢者医療 2億6669万円 2億5969万円 2.7 全員賛成で可決

公共下水道事業 11億9461万円 11億8591万円 0.7 全員賛成で可決

農業集落排水事業 7947万円 8898万円 △10.7 全員賛成で可決

水道事業会計
収益的支出 5億7565万円 5億7880万円 △ 0.5

全員賛成で可決
資本的支出 3億9322万円 2億6040万円 51.0

平成25年度 平成26年度

平成25年度 平成26年度
歳  入

歳  出
（4.4%）

（8.1%）

（12.7%）

（8.6%）

（9.6%）

（10.5%）

（13.6%）

（36.9%）

地方消費税交付金ほか
３億8500万円
町債 
４億7010万円

国・県支出金
14億2294万円
（18.0％）

地方交付税
21億4290万円
（27.1％）

繰入金ほか
９億1859万円
（11.6％）

町税
25億7046万円
（32.5％）

（7.3%） （5.9%）

（4.9%）

（13.9%）

（26.9%）

（15.4%）

（32.1%）

その他
６億8133万円
(8.7％）

公債費
６億6552万円

総務費
７億7599万円

土木費
８億1155万円

教育費
８億6387万円

衛生費
10億7448万円

民生費
30億3725万円

(8.4％）

(9.8％）

(10.2％）

(10.9％）

(13.6％）

(38.4％）

依存財源
55.9％

自主財源
44.1％
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消費生活相談窓口業務委託

子育て世帯臨時特例給付金

80万円
　平成26年４月１日付けで、志免町と消
費生活相談業務に関する広域協定を結び、
須恵町の住民も「志免町消費生活相談窓
口」を利用できるようになりました。
　悪質商法や契約トラブル、製品事故等消
費生活におけるさまざまなトラブルに対し
て、専門の相談員が相談を受け付けます。

4251万円
対象児童１人につき１万円
　消費税引上げに際し、子育て世帯への影
響緩和と、子育て世帯の消費の下支えを図
る観点から、臨時的な給付措置として実施
されるものです。
　児童手当の上乗せではなく、臨時福祉給
付金と併給調整をして支給されます。

がん検診無料クーポン事業
1382万円

　国のがん検診推進事業に基づき、特定の
年齢に達した方等に対して子宮頸がん・乳
がん・大腸がん検診が無料となるクーポン
券が送付されます。
　がん検診の普及啓発・受診促進・がんの
早期発見等を図ることを目的とした事業で
す。リサイクルボックス改修工事

290万円
　ごみの減量と資源物の有効活用を目的に、
各家庭でたまる資源物（新聞・雑誌・ダン
ボール・古着・アルミ缶）回収のため、平
成15年度から、役場駐車場内に、リサイク
ルボックスが設置されています。
　施設も老朽化し、数多くの方に利用して
いただくため、リサイクルボックスの改修
（拡張）が行われます。

（役場駐車場内）

四季の花 モデル花壇業務委託

27万円
　平成25年度までは、町内10カ所の町有花
壇で、菜の花とひまわりを咲かせるよう、
管理を委託していました。
　今年度はモデル事業として、須恵交差点
の花壇をシルバー人材センターに委託し、
町民と一緒になった花壇づくりと四季を通
して花が咲く、こころ豊かな環境づくりに
向けた取り組みが行われます。

臨時福祉給付金
１億5793万円

対象者１人につき１万円
　消費税引上げに際し、所得の低い方々へ
の負担の影響を考慮し、市町村民税が課税
されていない方を対象に支給されます｡（
ご自身を扶養している方が課税されている
場合や、生活保護制度の被保護者となって
いる場合等は対象外です｡）

整備中の花壇

改修予定のリサイクルボックス

臨時福祉給付金  問い合わせ先

●申請方法に関するお問い合わせ
　須恵町役場 健康福祉課
　「臨時福祉給付金」窓口
　電話　092-932-1488

●制度に関するお問い合わせ
　厚生労働省
　給付金に関する専用ダイヤル
　電話   0570-037-192

志免町生涯学習１号館
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３月定例会 ３月定例会

　
　
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
？

　
　

バ
ス
内
の
モ
ニ
タ
ー
に
、
行
事

案
内
等
を
表
示
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

編
集
ソ
フ
ト
を
使
い
、
ま
ち
づ
く

り
課
で
行
事
の
案
内
等
を
作
成
す
る

予
定
で
す
。

◇
道
州
制
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書

提
出
議
員　

松
山　

力
弥

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

藤
石
議
員

　

今
は
勉
強
中
の
状
態
。
今
後
、
研
修

等
も
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
迷
っ
て
い
る

と
き
は
結
論
を
出
さ
な
い
方
が
良
い
。

松
山
議
員

　

今
こ
こ
で
反
対
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、

国
の
思
う
ま
ま
に
導
入
が
進
め
ら
れ
て

し
ま
う
。
反
対
す
る
意
見
書
を
提
出
す

る
べ
き
で
あ
る
。

今
村
議
員

　

具
体
的
な
か
た
ち
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
審
議
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。

　

も
う
少
し
議
論
す
る
と
い
う
意
味
で

も
、
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書
を
提
出

す
る
べ
き
で
あ
る
。

◇
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、

発
生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す
る
た

め
の
法
律
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

提
出
議
員　

田
ノ
上　

真

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
工
事
請
負
契
約
の
変
更

南
幼
稚
園
給
食
室
新
設
工
事
の
排
水

管
増
設
等
に
伴
う
金
額
の
変
更

◇
町
営
路
線
の
廃
止
・
変
更
・
認
定

県
道
志
免
須
恵
線
供
用
開
始
に
伴
う

も
の

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

糟
屋
地
区
他
町
と
の
均
衡
を
は
か
り

識
見
監
査
委
員
報
酬
の
引
き
上
げ

◇
須
恵
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
「
し
尿

」
部
分
の
削
除
・
文
言
の
訂
正

◇
須
恵
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
　

消
防
団
員
の
出
動
・
訓
練
・
警
戒
手

当
の
引
き
上
げ

◇
須
恵
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

消
防
団
員
退
職
報
奨
金
の
引
き
上
げ

（
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

４
月
20
日
に
執
行
さ
れ
た
須
恵
町
長

選
挙
に
お
い
て
、
中
嶋
裕
史
氏
が
４
期

目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

須
恵
町
長
選
挙
と
同
日
に
執
行
さ
れ

た
須
恵
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い

て
、
猪
谷
繁
幸
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
27
年
４
月
30
日
ま
で
で
す
。

【
所
属
委
員
会
】

　
　

文
教
厚
生
委
員
会

意
見
書
要
約

　

道
州
制
導
入
の
具
体
的
な
か
た
ち

が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
導
入
あ
り
き

の
内
容
の
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

道
州
制
が
導
入
さ
れ
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
町
村
は
事
実
上
の
合
併
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
住
民
と
行
政
の
距
離

が
遠
く
な
り
、
住
民
自
治
が
衰
退
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

多
様
な
自
治
体
の
存
在
を
認
め
、

個
々
が
活
力
を
高
め
る
こ
と
こ
そ
国

力
の
増
強
に
つ
な
が
る
と
確
信
す
る
。

よ
っ
て
、
道
州
制
導
入
に
反
対
す
る
。

　
　
工
事
の
内
容
は
？

　
　

利
用
者
の
要
望
を
き
き
、
４
カ

所
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　
　
工
事
の
内
容
は
？

　
　

南
幼
稚
園
駐
車
場
（
旧
第
一
学

童
保
育
所
）
に
、
約
８
０
０
㎡
の
舗

装
を
行
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

総
合
案
内
シ
ス
テ
ム

若
杉
の
森
運
動
公
園

休
憩
所
設
置
工
事

南
幼
稚
園

駐
車
場
整
備
工
事

反
対 

討
論

賛
成 

討
論

勉
強
の
半
ば
で
あ
る
た
め
意
見
書

は
提
出
し
な
い
方
が
良
い

反
対
し
な
け
れ
ば
国
の
思
う
ま
ま

に
導
入
さ
れ
る

ま
だ
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
反
対
す
べ
き

予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑
（
一
部
抜
粋
）

意
見
書
（
議
員
発
議
）

補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案

会　計　名 補　正　額 予算総額 可・否
一　般　会　計 9473万円 82億2330万円 全員賛成で可決

特
別
会
計

国民健康保険 1466万円 33億8231万円 全員賛成で可決
後期高齢者医療 △ 244万円 2億6039万円 全員賛成で可決
公共下水道事業 △4557万円 10億5087万円 全員賛成で可決
農業集落排水事業 △ 341万円 8555万円 全員賛成で可決

水
道
事
業

会
　
　
計

収益的
収入 △ 72万円 5億8400万円 全員賛成で可決
支出 △ 904万円 5億6502万円 全員賛成で可決

資本的
収入 △2167万円 4333万円 全員賛成で可決
支出 △ 361万円 2億5679万円 全員賛成で可決

平成25年度歳入歳出補正予算

町
長
再
選

新
議
員
紹
介

中
なかしま

嶋　裕
ゆう

史
し

（乙植木区・65歳）
猪
い

谷
たに

　繁
しげゆき

幸
（上須恵区・60歳）
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第二小校舎

南幼稚園給食室

木のぬくもりを感じて

おいしい給食はじまりました

放課後もにぎやかに
　児童数の増加により、須恵第二小学校に４教室
が増築されました。２年生が使うことになった木
造瓦葺の校舎は、教室も廊下も広々として清新。
　新学期を迎え、子どもたちのにぎやかな声が響
いています。

　須恵南幼稚園では、平成26年度から給食がは
じまりました。
　あたたかくておいしい給食を食べて、心も体も
大きく成長してほしいとの願いを込めています。

鉄骨造２階建て

　１階　第一学童保育所
　２階　すこやかコミュニティ
　　　　事務局

　第一学童保育所が新築移転され、須恵第一小学
校の運動場内に完成しました。
　放課後の子どもたちを守り育んでいく最適な環
境を目指しています。

　すこやかコミュニティ事務局が、須恵第一小学
校校舎内から学童保育所の２階に移転しました。
　地域のまちづくりの拠点として、力が発揮され
ていくことを期待します。

たたみコーナー

新築されたコミュニティセンター

明るく広い室内

完成披露式の様子

４教室が増築された二小校舎

給食室外観

広々とした廊下

給食室の様子

授業の様子

４月21日はじめての給食

２階　すこやかコミュニティ事務局

１階　第一学童保育所

～平成26年春～

すこやかコミュニティセンター
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「執行部の答弁は実行されているのか？」

一般質問のその後

通
学
路
の

　
安
全
対
策
は
？
　

平
成
24
年
度
に
町
行
政
・
町
内
３
つ

の
小
学
校
・
福
岡
県
・
粕
屋
警
察
署
合

同
に
よ
る
通
学
路
の
緊
急
点
検
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
順
次
安

全
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

平
成
25
年
度
は
、
町
が
管
理
す
る
道

路
に
つ
い
て
９
カ
所
の
安
全
対
策
工
事

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
う
ち
、
２
カ
所
で
横
断
歩
道
が

新
た
に
設
置
さ
れ
、
県
道
の
１
路
線
に

お
い
て
は
、
福
岡
県
に
よ
る
防
護
柵
設

置
工
事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

着
実
に
進
展

横断歩道を知らせるカラー舗装

歩行者を守る防護柵 自動車に注意を促すカラー舗装

平
成
25
年
３
月
議
会

そ
の
後 通

学
路
の
安
全
対
策
は
？

対
策
工
事
を
実
施
す
る

（
平
成
25
年
度
）

９
カ
所
の
工
事
を
実
施

　
　

中
嶋
町
長

工事名 工事概要 事業費 財源内訳

第一小学校校舎
耐震補強工事

26年度は中校舎と北校
舎の工事が行われる予
定です。

中校舎
　鉄骨ブレース補強
　　　　　　　４カ所

北校舎
　鉄骨ブレース補強
　　　　　　　２カ所
　外部塗装　　390㎡

4335万
4千円

国庫補助金
1813万8千円

起債
1810万円

一般財源
711万6千円

浄水施設
耐震化工事

配水池上部の土砂と建
物を撤去し、内部の補
強を行います。

2100万円

国庫補助金
650万円

起債
1450万円

城山～樋の元線
道路改良工事

工事長Ｌ＝170.0ｍ
排水工Ｌ＝125.0ｍ
舗装工Ａ＝950.0㎡

5700万円

国庫補助金
3135万円

一般財源
2565万円  

城山上組８号線
道路改良工事

工事長Ｌ＝230.0ｍ
排水工Ｌ＝460.0ｍ
舗装工Ａ＝850.0㎡

城山下組３号線
道路改良工事

工事長Ｌ＝226.0ｍ
排水工Ｌ＝452.0ｍ
舗装工Ａ＝960.0㎡

工事が施工されます
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12 ここ が 聞 き た い！一/般/質/問
※質問の全文を記載しています。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
今
後
の
事
業
展
開
は

　

第
一
小
学
校
内
に
、
学
童
保
育

所
併
設
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
増
設
、
仕
切
り
柵
の

設
置
は
。
今
後
の
展
望
と
し
て
、

第
二
小
学
校
・
第
三
小
学
校
に
も

併
設
で
の
建
設
を
お
考
え
で
す
か
。

　

町
長
が
目
指
す
町
づ
く
り
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
の
位
置
づ
け
・

役
割
り
は
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
更

暮
ら
し
と
密
着
し
た
中
で

ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
を
山
の
神
広
場

に
建
設
し
、
旧
西
幼
稚
園
を
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
と
学
童
保
育
所

に
大
規
模
改
修
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
も
将
来

的
に
は
６
年
生
ま
で
延
長
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
と
密
着
し
た
中
で
、
自

分
た
ち
の
町
づ
く
り
は
自
分
た
ち

絶
対
数
と
し
て
は
不

足
し
て
い
ま
す
が
、

タ
イ
ム
ラ
グ
等
を
う

ま
く
利
用
し
て
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

第
二
小
学
校
は
、

学
童
保
育
所
の
増
設

お
よ
び
そ
の
横
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
併
設
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

第
三
小
学
校
は
、

舎
を
簡
単
に
増
設
し

て
、
そ
の
時
点
だ
け

解
消
す
れ
ば
い
い
と

い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
校
区
を
再

編
し
な
が
ら
様
子
を

見
て
い
く
こ
と
が
一

番
だ
と
考
え
ま
す
。

　

例
え
ば
仮
に
、
旅

石
区
の
児
童
が
第
三

小
学
校
に
通
う
と
す

る
と
、
26
年
度
の
推

計
で
は
、
第
二
小
学

な
る
推
進
と
し
て
「
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
か
ら
「
く
ら
し

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
へ
の
事
業
展

開
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
施
策
を
お
考
え
で
す
か
。

主
意
書
の
中
に
は
、
役
場
機
能
の

出
先
業
務
の
開
設
と
あ
り
ま
し
た

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
業

務
を
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　

中
嶋
町
長

　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

今村 桂子  議員

アザレア幼児園にこにこルーム
（旧第一保育所）

アザレア幼児園わくわくルーム
（旧西幼稚園）

須恵中央駅周辺

の
手
で
と
い
う
気
持
ち
で
、
防
災

・
環
境
・
福
祉
・
医
療
・
子
育
て

等
も
窓
口
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
。
ま
た
、

「
税
収
の
１
割
事
業
」
と
い
う
考

え
で
予
算
を
持
た
せ
、
タ
イ
ム
リ

ー
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に

置
い
て
い
ま
す
。

早
急
な
校
区
の
適
正
化
の
実
現
を

Ｊ
Ｒ
須
恵
中
央
駅
周
辺
の
整
備
は

　

須
恵
町
に
は
、
３
つ
小
学
校
が

あ
り
、
児
童
数
は
平
成
26
年
度
推

計
で
、
第
一
小
学
校
６
２
９
人
・

第
二
小
学
校
７
６
４
人
・
第
三
小

学
校
３
６
７
人
で
、
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
第
二
小
校
区
は
住
宅
開
発

が
盛
ん
で
、
人
口
増
加
に
伴
い
児

童
数
が
増
え
、
本
年
度
、
第
二
小

学
校
に
４
教
室
を
増
築
し
ま
し
た

が
、
今
後
も
児
童
は
増
え
る
と
思

児
童
数
の
推
移
を
見
な
が
ら

筑
紫
野
古
賀
線
改
良
工
事
に
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｒ
須
恵
中
央
駅
は
、
町
民
の

交
通
機
関
の
確
保
と
町
の
発
展
を

祈
念
し
て
平
成
元
年
３
月
に
開
業

し
ま
し
た
。
通
勤
・
通
学
に
、
ま

た
福
岡
都
市
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

は
、
非
常
に
利
便
性
の
高
い
駅
で

す
。

　

し
か
し
、
駅
前
周
辺
道
路
の
渋

滞
や
、
駅
前
が
狭
い
た
め
車
の
乗

り
入
れ
が
難
し
い
等
の
問
題
点
が

多
々
あ
り
ま
す
。

　

町
長
が
掲
げ
る
利
便
性
の
高
い

校
は
27
学
級
が
23
学
級
に
、
第
三

小
学
校
は
16
学
級
が
18
学
級
に
な

り
、
若
干
の
解
消
は
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
児
童
数
の
推
移
を

見
な
が
ら
、
関
係
さ
れ
る
方
の
ご

意
見
を
参
考
に
し
、
い
ろ
い
ろ
な

状
況
を
考
え
な
が
ら
教
育
委
員
会

で
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

わ
れ
ま
す
。

　

校
区
は
、
行
政
区
が
均
等
に
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
将
来
を
見

据
え
る
と
、
通
学
区
域
の
見
直
し

が
急
務
と
考
え
ま
す
。
町
長
の
お

考
え
は
。

　
　

中
嶋
町
長

　

第
二
小
学
校
区
は
住
宅
建
築
が

進
ん
で
児
童
数
が
増
加
し
、
現
在

26
学
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
校

松山 力弥  議員

町
の
形
成
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
須
恵
中

央
駅
周
辺
の
整
備
は
、
ど
の
よ
う

に
描
い
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。

　
　

中
嶋
町
長

　

筑
紫
野
古
賀
線
改
良
工
事
の
用

地
買
収
が
26
年
度
か
ら
３
カ
年
程

度
の
予
定
で
、
ま
た
事
業
完
成
が

33
年
を
目
途
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

交
差
点
の
改
良
を
早
め
に
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

に
合
わ
せ

て
駅
前
広
場
の
整
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

答弁中の中嶋町長
一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般
について疑問点をただし、報告や説明を求めることです。
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34 町 政 を 問 う！一/般/質/問

町
有
施
設
の
老
朽
化
対
策

　

総
務
建
設
産
業
委
員
会
の
閉
会

中
の
委
員
会
活
動
に
お
い
て
、
小

中
学
校
５
カ
所
と
、
社
会
教
育
施

設
４
カ
所
、
計
９
カ
所
の
施
設
の

老
朽
化
を
調
査
し
、
結
果
の
報
告

を
現
況
に
加
え
要
望
を
添
え
て
、

子
ど
も
教
育
課
お
よ
び
社
会
教
育

課
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
に
も
掲
載
し
ま
し
た

が
、
中
に
は
、
危
険
と
判
断
さ
れ

早
急
な
対
処
が
望
ま
し
い
も
の
も

26
年
度
中
に
計
画
策
定

事
は
、
26
年
度
に
設
計
業
務
委
託
、

27
年
度
・
28
年
度
で
外
壁
改
修
と

屋
根
の
工
事
施
工
、
29
年
度
に
内

装
や
建
具
関
係
の
改
修
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
財
政
当
局
と
打
ち
合
わ
せ

を
し
な
が
ら
、
町
内
す
べ
て
の
学

校
施
設
の
校
舎
・
体
育
館
屋
上
・

外
壁
・
内
装
等
の
工
事
に
つ
い
て

　

す
で
に
実
施
計
画

さ
れ
た
改
修
事
業
が

あ
り
、
第
一
小
学
校

の
耐
震
構
造
の
補
強

工
事
は
予
算
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

須
恵
中
学
校
の
外
壁

工
事
は
、
26
年
度
に

設
計
業
務
委
託
お
よ

び
一
部
工
事
施
工
、

27
年
度
竣
工
の
予
定

で
す
。
須
恵
東
中
学

校
の
大
規
模
改
修
工

あ
り
、
こ
の
回
答
を
よ
り
早
く
い

た
だ
く
た
め
、
委
員
会
を
代
表
し

て
質
問
し
ま
す
。

　

工
事
に
は
多
額
の
予
算
を
必
要

と
し
、
そ
の
確
保
が
困
難
な
こ
と

は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
対
処
が

早
け
れ
ば
安
価
で
済
む
場
合
が
多

く
、
施
工
時
期
が
大
事
で
す
。
教

育
長
お
よ
び
部
局
の
建
設
的
な
回

答
を
求
め
ま
す
。

　
　

平
松
教
育
長

合屋 伸好  議員

老朽化が進む町有施設

事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

26
年
度
予
算
で
、
あ
お
ば
会
館
の

屋
上
防
水
改
修
工
事
お
よ
び
早
急

に
修
繕
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

の
修
繕
費
を
計
上
し
て
お
り
、
大

規
模
に
改
修
が
必
要
な
案
件
に
つ

い
て
は
、
26
年
度
中
に
事
業
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用
は

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
は
、

医
療
や
教
育
を
は
じ
め
と
し
て
様

々
な
分
野
で
導
入
が
は
じ
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
防
災
や
災
害
時
の

情
報
発
信
に
特
化
し
た
ツ
イ
ッ
タ

ー
を
運
用
す
る
自
治
体
も
９
都
道

府
県
に
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
今
で
は
地
域

活
性
化
の
為
に
も
必
要
不
可
欠
な

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
導
入

Ｉ
Ｃ
Ｔ
超
高
齢
社
会
構
想
」
の
中

で
、
利
活
用
に
よ
る
特
定
保
健
指

導
・
健
康
意
識
向
上
・
地
域
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
な
ど
様
々
な

推
進
施
策
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
（
宇
美
・
志

免
・
須
恵
の
３
町
で
共
有
し
て
い

る
業
務
シ
ス
テ
ム
）
を
構
築
し
て

い
く
中
で
、
国
の
動
向
を
見
な
が

ら
財
政
負
担
や
費
用
対
効
果
等
を

ま
す
。

　

国
に
お
い
て
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
成
長
戦
略
会
議

が
立
ち
あ
げ
ら
れ
、

２
０
２
０
年
を
目
途

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
日
本
経

済
の
成
長
と
国
際
社

会
へ
の
貢
献
の
切
り

札
と
し
て
活
用
す
る

方
策
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
分

野
に
お
い
て
は
、「

　

須
恵
町
で
も
高
齢
化
が
す
す
ん

で
い
ま
す
が
、
労
働
人
口
の
減
少

・
医
療
費
の
増
大
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
須
恵
町
で
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
す
る
予
定
が
あ
る
か
、

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

今
泉
総
務
課
長

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
社
会
福
祉
や
高
齢

者
福
祉
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
で
利
活
用
が
考
え
ら
れ
て
い

百田 輝子  議員

福岡県の防災メール

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

防
災
や
災
害
時
の
情
報
発
信
の

取
り
組
み
は
、
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
一
斉
放
送
お
よ
び
通
話
料
無

料
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
・
福
岡
県
の
防

災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
の
活
用
推

進
を
し
て
お
り
、
新
た
に
「
緊
急

速
報
メ
ー
ル
」
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

答弁中の中嶋町長
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生
活
を
送
る
上
で
更
な
る
改
善
に

努
め
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
下
鉄
福
岡
空
港
線

を
須
恵
町
に
延
長
で
き
る
と
大
変

便
利
に
な
り
ま
す
が
、
可
能
な
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
須
恵
中
央
駅
前
の
整
備
、

県
道
筑
紫
野
古
賀
線
４
車
線
拡
幅

工
事
の
早
期
完
成
の
見
通
し
は
。

ま
た
行
財
政
改
革
推
進
の
具
体
的

な
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

　
　
中
嶋
町
長

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う

な
事
業
も
住
民
の
安
全
、
命
を
守

る
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
し
ま
す
。

　

須
恵
町
に
お
い
て
、
ま
た
は
広

域
に
お
い
て
導
入
を
検
討
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
中
嶋
町
長

　

先
日
の
福
岡
都
市
圏
協
議
会
で
、

福
岡
市
長
よ
り
、
福
岡
市
で
開
始

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
へ
の
参

加
の
提
案
が
あ
り
、
都
市
圏
の
自

る
、
３
町
所
有
の
ぼ
た
山
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
力
を
活

用
し
な
が
ら
開
発
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
町
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
下
鉄
延
伸
の
実
現
可
能

性
は
あ
る
の
か
、
可
能
に
す
る
条

件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
見
解
を

願
い
ま
す
。

　
　
中
嶋
町
長

　

地
下
鉄
は
「
福
岡
市
営
」
で
あ

る
た
め
、
糟
屋
郡
の
方
ま
で
来
る

こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
認
可
が
下
り
た
天
神
南
か

ら
博
多
駅
の
ル
ー
ト
は
１
・
５
キ

ロ
あ
り
、
そ
の
事
業
費
は
４
５
０

億
円
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仮
に
空
港
か
ら
ぼ
た
山
ま
で
延

伸
す
る
と
し
て
も
、
距

離
が
４
キ
ロ
あ
り
、
事

業
費
は
１
２
０
０
億
ほ

ど
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
負
担
は
地
元
で
あ

る
志
免
町
・
須
恵
町
・

粕
屋
町
で
持
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
資
金

計
画
の
面
で
そ
の
可
能

性
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

福
岡
県
土
整
備
事
務
所
に
要
望
し

て
い
ま
す
。

　

幼
児
園
構
想
に
つ
い
て
は
、
近

い
う
ち
に
、
今
の
ア
ザ
レ
ア
幼
児

園
を
新
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
最
大
の
懸
案
事
項
で
あ

　

私
の
町
づ
く
り
の

基
本
の
中
で
特
別
な

位
置
に
あ
る
の
が
、

町
民
が
安
心
で
き
る

町
、
安
全
で
住
み
良

い
町
を
作
る
こ
と
で

す
。

　

現
在
27
億
円
の
基

金
が
あ
り
ま
す
の
で
、

交
通
ア
ク
セ
ス
等
い

ろ
い
ろ
な
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
方
々
の
利
便

性
や
、
何
が
一
番
望

ま
れ
て
い
る
の
か
を

把
握
し
な
が
ら
、
活

気
あ
る
須
恵
町
に
な

る
よ
う
な
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
の

問
題
は
、
志
免
須
恵

線
の
延
長
で
、
粕
屋

町
の
丸
の
内
か
ら
先

の
道
路
を
改
良
し
、

粕
屋
町
と
志
免
町
を

径
由
し
て
博
多
の
森

ま
で
を
つ
な
ぐ
、
仮

称
「
須
恵
東
平
尾
線

」
計
画
を
、
関
係
３

町
の
町
長
と
一
緒
に
、

治
体
全
会
一
致
で
「

徘
徊
高
齢
者
捜
し
て

メ
ー
ル
」
を
広
域
で

取
り
組
む
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

福
岡
市
が
構
築
し

た
シ
ス
テ
ム
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、

徘
徊
高
齢
者
対
策
が

実
施
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
26
年
中

に
は
参
加
で
き
る
予

定
で
す
。

　

昨
今
の
話
題
で
、
福
岡
市
営
地

下
鉄
を
須
恵
町
ま
で
延
伸
し
、
太

宰
府
や
飯
塚
ま
で
つ
な
げ
る
と
い

う
構
想
を
耳
に
し
ま
し
た
。
私
と

し
て
は
、
魅
力
的
な
話
で
は
あ
る

が
実
現
性
に
は
大
い
に
欠
け
る
構

想
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
方
、
以
前
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
今
で
は
で
き
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
一
度
、
行
政
の
し

っ
か
り
と
し
た
見
解
を
出
す
こ
と

が
住
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

須
恵
町
の
発
展
と
安
全
・
安
心
の
た
め
に

徘
徊
高
齢
者
保
護
の
た
め
に

地
下
鉄
の
延
伸
は

　

第
５
次
須
恵
町
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
施
策
大
綱
４
で
「
安
全
で

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
策
項
目
中
、「
利
便
性
の
高
い

都
市
の
形
成
」
で
は
、「
道
路
・

交
通
体
系
の
整
備
推
進
」
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
町
長
の
主
意
書
で

は
、「
幹
線
道
路
沿
い
の
企
業
の

進
出
、
福
岡
都
市
圏
へ
の
ア
ク
セ

ス
等
を
更
に
進
め
、
快
適
な
日
常

　

お
年
寄
り
の
方
で
、
町
を
徘
徊

し
、
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
る
事

件
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
特
に
認

知
症
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
行

動
の
予
測
が
つ
か
な
い
場
合
が
多

く
、
家
族
も
地
域
も
大
変
な
心
配

を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
捜
索
メ

ー
ル
一
斉
配
信
に
よ
る
協
力
活
動

や
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
に
よ
る
位
置
情

報
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
例
も
増

高速道路側から見たぼた山

福
岡
市
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
徘
徊
高
齢
者
捜
し
て
メ
ー
ル
」

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

広
域
で
の
取
り
組
み
決
定

可
能
性
は
な
い

原野 敏彦  議員田ノ上 真  議員

答弁中の中嶋町長
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7気になる今後の町づくり
一/般/質/問

「執行機関」とは

  町の施策や事務を行う権限を持つ
機関で、町長をはじめとする各種機
関（教育委員会・選挙管理委員会・
監査委員など）をいいます。
 これに対して議会は議決機関とい
われています。

シリーズ

　

全
国
で
は
、
次
の
よ
う
な
モ

ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ツ
の
報
道

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
入
学
式
は
満
開
の
桜
を
バ

ッ
ク
に
写
真
を
撮
り
た
か
っ
た
、

桜
が
散
っ
て
い
る
の
は
学
校
側

の
責
任
だ
」
「
娘
の
担
任
が
若

い
男
性
教
師
な
の
で
ク
ラ
ス
か

担
任
を
変
え
て
く
れ
、
ロ
リ
コ

ン
か
変
態
か
も
し
れ
な
い
」
「

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
家
庭

訪
問
を
拒
否
す
る
親
」
お
か
し

な
親
こ
そ
『
自
分
が
普
通
』
と

思
い
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
親
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
育
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

　

子
育
て
と
は
「
育
児
」
で
あ

る
と
と
も
に
「
親
が
親
に
な
っ

て
い
く
過
程
」
で
あ
る
と
も
言

え
ま
す
。
「
親
で
あ
る
大
人
」

と
は
、
社
会
や
他
者
と
健
全
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
自
覚
を

持
っ
て
生
き
る
人
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る

現
代
に
お
い
て
、
子
育
て
を
や

っ
て
い
く
に
は
大
変
困
難
な
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
是

非
、
「
自
分
自
身
も
育
っ
て
い

る
」
と
い
う
大
き
な
気
持
を
も

っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
。

育
自
？

  町議会の活動状況を知るため
に、どなたでも傍聴できます。
   申し込みの受付は、当日、役
場４階議会事務局で行っていま
す。（予約不要）
　なお、次の定例議会は 6 月
中旬に開会予定です。

大塚 信夫  氏 （会計管理者）

固定資産評価員を選任

前任の稲永張美氏が、平成26年３月31日をもって辞任のため、
その後任として選任され、議会が同意しました。

  平成26年３月14日より、須恵町のホームページで本会
議の会議録を公開しています。ぜひご活用ください。
（平成23年以降の会議録を掲載）

URL：http://www.town.sue.fukuoka.jp/
ホームページ右端の
このボタンからお進
みください。

お 知 ら せ

と
須
恵
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

構
想
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
活
性
化
プ
ラ
ン
お
よ
び
今
を
反

映
す
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
つ
い
て
の

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
の
設
置
検
討
を
希
望
し
ま
す
。

　
　
中
嶋
町
長

　

若
杉
山
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
構
想

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
が
、
ど
こ
も
赤
字
で

箇
所
が
あ
り
、
通
常
の
生
活
道
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
車
を
排
除
し

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
す
る

に
は
非
常
に
難
し
い
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
つ
い
て
も
、
時

期
が
遅
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
の
で
、

何
か
別
の
こ
と
を
考
え
た
方
が
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
う
な
こ
と
で
あ
れ
ば
可
能
だ
と

思
い
ま
す
。

　

26
年
度
か
ら
モ
デ
ル
事
業
を
行

い
、
町
の
中
が
四
季
折
々
に
花
を

い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
る
よ
う
な
施
策

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

須
恵
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

構
想
に
つ
い
て
は
、
河
川
の
管
理

道
路
が
町
道
に
認
定
さ
れ
て
い
る

町
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
提
案

　

須
恵
町
は
若
杉
山
の
麓
に
広
が

る
大
自
然
、
緑
が
豊
か
で
、
そ
の

中
央
を
清
き
水
の
流
れ
須
恵
川
、

恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
す
に
十
分

な
所
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
立

地
条
件
を
活
か
す
に
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
を
活
か
す
町
づ
く
り
の
提

案
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

若
杉
山
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
構
想

景観菜の花

モ
デ
ル
事
業
か
ら

あ
る
た
め
、
町
費
を

使
っ
て
の
整
備
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
内
に
は
い
ろ
い

ろ
な
団
体
が
あ
り
、

自
然
教
育
林
審
議
会

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
の
関
係
者
の
力
を

借
り
な
が
ら
、
出
来

る
だ
け
町
費
を
使
わ

な
い
で
、
街
路
の
町

並
み
や
空
き
地
に
花

を
植
え
て
い
た
だ
く

藤石 豊  議員

須恵町のホームページで
議会会議録の閲覧ができます｡
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